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建設国保の加入は民商で 
■ 個人事業で建設業の方が対象です 

■ 保険料は定額制なので安心です 

■ 休業５日以上の場合、補償があり 

■ 医療費が月１７５００円以上は還付 

 

労災・雇用保険の加入を 
● 建設業なら事業主のみでも加入が 

 （大工・左官・管・電気・塗装等） 

● 保険料は年３回の分割払い 

● 他の組合よりも低い手続き費用 

 

 

民商共済会はあなたの味方  
◆会員・配偶者は無条件加入 

◆月１０００円で入院１日３０００円 

◆3 日以上入院で１２０日分まで給付 

◆７５才で長寿祝金（65 未満加入） 
 

無料法律相談会 
 

■ 12 月 4 日（水）午後 2 時 

■ 民商事務所 於 

■ 担当弁護士 

※ 事前の電話予約が必要です 

健康保険証の新規発行や再発行が１２月２日で終了に  

当
面
の
主
な
行
事
予
定 

 

■ 

県
婦
人
部
定
期
総
会 

 

１
１
月
２
日 

■ 

全
商
連
共
済
会
・
い
の
ち
と
健

康
を
守
る
学
習
交
流
会 

 

１
１
月
９
・
１
０
日 

■ 

県
み
ん
し
ょ
う
学
校 

 

１
１
月
２
３
日 

■ 

県
共
済
会
一
泊
研
修
会 

 

１
２
月
８
日 

 

 

筆
者
の
言
葉 

 

「
新
し
い
葡
萄
酒
は
、
新
し
い
革
袋
に
」、
こ
ん
な
言
葉
が
新
約

聖
書
に
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
運
動
、
労
働
組
合
、
業
者
の
運
動
、
農

民
、
そ
し
て
女
性
、
平
和
へ
と
、
そ
こ
に
人
間
の
営
み
、「
自
然
と

人
間
」
の
中
に
、
新
し
い
時
代
へ
の
文
化
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
時

代
の
要
求
に
大
い
な
る
文
化
が
国
民
を
動
か
し
て
い
く
。
民
主
主
義

文
学
界
は
戦
後
史
と
と
も
に
苦
難
を
友
と
し
、
日
本
の
文
化
を
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。 

 

表
題
は
「
永
遠
の
青
年―

私
の
大
学
」
と
し
ま
し
た
。
大
学
で
、

民
青
同
盟
員
の
時
代
に
悩
ん
だ
。
し
か
し
、
そ
こ
に
希
望
が
あ
っ

た
。
行
動
し
悩
み
常
に
「
こ
れ
で
い
い
の
か
・
・
・
と
」。
そ
れ
は

今
も
「
民
商
・
全
商
連
の
方
針
。
闘
い
の
方
向
に
全
国
の
会
員
の
悩

み
、
苦
し
み
を
、
自
ら
の
も
の
と
し
て
い
る
の
か
と
。
今
も
悩
み
苦

し
ん
で
い
ま
す
。
ま
る
で
青
年
時
代
の
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
も
い
つ

ま
で
も
行
動
し
な
が
ら
考
え
て
い
ま
す
。 

「
民
商
・
全
商
連
有
余
年
」
に
は
、
業
者
の
苦
悩
、
業
者
の
文

化
、
闘
い
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
民
商
に
こ
う
表
現
す
る
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
商
売
・
民
商
・
人
生
」
を
語
る
、
で

す
。
街
の
商
売
人
が
語
る
、
わ
が
人
生
と
民
商
、
そ
し
て
文
化
を
、

ぜ
ひ
と
も
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

    

マイナカード未取得で 今後の保険証は？ 

 「民主文学」に掲載 

ぜひともご購読を 

「永遠の青年―

私の大学」 
全商連会長 

  太田義郎 

倉
敷
民
商
の
禰
屋

ね

や

さ
ん
報
告 

  

岩
手
・
胆
江
で
の
報
告
集
会
で

禰
屋
さ
ん
は
、
４
２
８
日
間
の
拘

置
所
生
活
で
は
３
畳
一
間
の
個
室

で
、
午
前
中
は
読
書
の
時
間
に
あ

て
て
２
５
０
冊
の
本
を
読
ん
だ
そ

う
で
す
。
食
事
は
粗
末
な
も
の

で
、
体
重
は
８
キ
ロ
も
減
っ
て
し

ま
っ
た
。 

 

４
２
８
日
の
「
人
質
司
法
」
は

自
白
を
し
な
か
っ
た
ら
釈
放
し
な

い
と
い
う
も
の
で
、
外
国
で
は
こ

う
い
う
事
件
で
は
身
柄
拘
束
は
２

日
間
だ
け
。
夫
と
も
面
会
で
き

ず
、
公
判
の
時
に
会
う
だ
け
、
な

ど
日
本
の
司
法
の
在
り
方
に
疑
問

を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
署
名
や
要

請
ハ
ガ
キ
な
ど
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。 

    

 

保
険
証
の
新
規
発
行
や
再
発

行
は
１
２
月
２
日
で
終
了
す
る

予
定
で
す
。 

 

こ
れ
で
す
ぐ
に
使
え
な
く
な

る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な

く
、
経
過
措
置
で
最
大
で
１
年

間
は
使
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

一
般
的
に
は
来
年
の
７
・
８
月

ま
で
は
（
有
効
期
限
ま
で
）
使

え
ま
す
。 

 

そ
れ
以
降
は
ど
う
か
と
い
う

と
市
町
村
か
ら
資
格
確
認
書
が

送
付
さ
れ
保
険
証
と
同
様
に
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
て
も
健
康
保
険
情
報
を
登

録
し
て
い
な
け
れ
ば
こ
の
資

格
確
認
書
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
医
療
機
関
で
の
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
故
障
や
保
険
情

報
が
読
み
取
れ
な
か
っ
た
場

合
に
も
必
要
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
７
割
の
医
療
機
関
で
ト

ラ
ブ
ル
・
不
具
合
が
発
生
し

て
い
ま
す
。 

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
医
療
機

関
で
の
利
用
率
が
１
３
％
程

度
で
低
調
に
推
移
し
て
い
ま

す
。
個
人
情
報
や
健
康
情
報

の
漏
洩
の
不
安
や
、
カ
ー
ド

紛
失
な
ど
に
よ
る
カ
ー
ド
の

な
り
す
ま
し
利
用
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。 

本
来
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
作

る
か
ど
う
か
は
利
用
者
本
人

の
任
意
で
あ
り
、
国
の
強
制

的
な
押
し
つ
け
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登

録
解
除
は
可
能
で
す
。 

 

 
  

  
自
転
車
の
ス
マ
ホ
・
酒
気
帯
び
運
転
は
罰
則
強
化 

  

１
１
月
１
日
か
ら
道
交
法
の
改
正
に
よ
り
、
ス
マ
ホ
運
転
は
懲

役
又
は
１
０
万
（
３
０
万
）
以
下
の
罰
金
に
、
自
転
車
の
酒
気
帯

び
運
転
は
、
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
５
０
万
円
以
下
の
罰
金

に
。
自
転
車
の
提
供
者
や
酒
類
の
提
供
者
、
同
乗
者
も
懲
役
ま
た

は
３
０
万
（
５
０
万
）
以
下
の
罰
金
に
。 


